





















































































































































































　　講師　林田　道子（NPO 法人 I am OK の会
　　代表）
　新制度に移行して、障害のある子どもの小学校
教育との接続がさらに課題として求められている。
接続期のカリキュラム等については、幼稚園・保
育園、小学校における実践も多くなり、地域での
包括的な取り組みも行われている。一方で、
このような接続期という短期的な視点だけでは
なく、長期的な視点で振り返る必要もある。この
ような点を踏まえ、学童期の発達障害児が抱えや
すい“二次障害”について、卒業後の進路も見据
えた幼児期に必要な支援について廣澤　講師よ
り、事例を紹介されながら、発達障害の二次障
害についてモデルを説明された。次に林田　講師
より、発達障害児をもつ親の会を立ち上げ、発達障
害児や親の支援をしながら、子ども支援だけで
なく、親支援が必要で、特に乳幼児期が大切で
はないかということを話された。母親の障害受容の
時期がかなり違い、子どもの問題行動や困った
ことについて、子ども目線でするだけでなく、
親が受け止められる状況にあるかが難しい。
ペアレントトレーニングが有効で、親が初めから
養育感を構築し直さなければいけない。さらに、
廣澤　講師より、二次障害を防ぐためにできる
ことについて説明された。課題のある子を取り
巻く構図では、一面的な見方を多面的にとらえる
ようにすることの必要性と他児の保護者も巻き
込んで行っていくことの大切さと保護者の「子
育て」が肯定される体験について説明された。
子ども理解の多面性では、「わが子と分かり合える
実感」子どもの「成長した面」と「次の課題」の
明確化を話された。会場からの質疑応答では、
具体的な対応の仕方について活発な質問があり、
それぞれの講師から具体的に答えていただいた。
（小林　美由紀）
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